
作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼崔ス温度 集塵機流⼊崔ス温度 排崔ス中峘⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 76.45 ｔ オ⽉
廃油 37.5コ ｔ オ⽉
廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉
廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉
廃プ嵑ス崩ック類 ゴ3.45 ｔ オ⽉
紙く峄 75.45 ｔ オ⽉
木く峄 7コ.76 ｔ オ⽉
繊維く峄 7ガ.カキ ｔ オ⽉
৿植物性残さ キ.34 ｔ オ⽉
৿物系固型不要物 カ.カカ ｔ オ⽉
崜ムく峄 カ.カカ ｔ オ⽉
⾦属く峄
崔嵑スく峄、崛ンク嵒ートく峄及び陶磁器く峄
鉱さい
岶島岷類
৿物峘ふ峽尿 カ.カカ ｔ オ⽉ 6⽉にガ回以上 ガ年にガ回以上
৿物峘死体 カ.カゴ ｔ オ⽉ 煙突出口
峚い峂峽 平成キ7年ガ⽉キゴ⽇
処分峃峵た峫に処理峁た峬峘قガ3号廃棄物ك 測定結果岶得峳島た⽇ 平成キ7年キ⽉ガ3⽇
引火性廃油 キキ.4ガ ｔ オ⽉ 崨イ崒崕シン類 ラg-TダQオm3

N

感染性産業廃棄物 3.コゴ ｔ オ⽉ 硫⻩酸化物 K値 カ.3カ
特定有害廃油 カ.キカ ｔ オ⽉ 峚い峂峽 gオm3

N カ.カガ未満
特定有害汚泥 カ.カカ ｔ オ⽉ 塩化水素 mgオm3

N ガ3
特定有害廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉ 窒素酸化物 ルルm 73
特定有害廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉

特別管理産業廃棄物

峚い峂峽峘除去峼⾏った⽇ 連続

峚い煙量⼜峙峚い煙濃度

連続

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成キ7年

別紙ガ峘通峴

連続測定

別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴

連続測定 連続測定

篠原工場
ガ⽉ガ⽇〜ガ⽉3ガ⽇

平成キ7年キ⽉キコ⽇

焼却峁た産業廃棄物峘種類及び数量[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ｲ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ｲ]
数量ق単位ك種類

[法第⼗五条峘⼆峘三、法第⼗五条峘⼆峘四]

燃焼崔ス及び排崔ス峘測定峘実施状況と措置(連続測定)[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ﾛ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾛ]

産業廃棄物

採取位置
採取峁た年⽉⽇

測定位置

測定結果岶得峳島た⽇

測定結果ق平均値ك ゴ43

峚い峂峽峘除去峘実施状況と措置[規⼗⼆条峘七峘ニ ⼀ ﾊ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾊ]

排崔ス峘測定結果[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ﾆ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾆ]

冷却設備 排崔ス処理設備

ガコゴ ガ6

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼崔ス温度 集塵機流⼊崔ス温度 排崔ス中峘⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 ガカ5.コ5 ｔ オ⽉
廃油 37.75 ｔ オ⽉
廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉
廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉
廃プ嵑ス崩ック類 ゴ3.コ6 ｔ オ⽉
紙く峄 6カ.77 ｔ オ⽉
木く峄 5ゴ.6カ ｔ オ⽉
繊維く峄 6カ.カコ ｔ オ⽉
৿植物性残さ ガ3.66 ｔ オ⽉
৿物系固型不要物 カ.カカ ｔ オ⽉
崜ムく峄 カ.カカ ｔ オ⽉
⾦属く峄
崔嵑スく峄、崛ンク嵒ートく峄及び陶磁器く峄
鉱さい
岶島岷類
৿物峘ふ峽尿 カ.カカ ｔ オ⽉ 6⽉にガ回以上 ガ年にガ回以上
৿物峘死体 カ.カカ ｔ オ⽉ 煙突出口
峚い峂峽 平成キ7年ガ⽉キゴ⽇
処分峃峵た峫に処理峁た峬峘قガ3号廃棄物ك 測定結果岶得峳島た⽇ 平成キ7年3⽉3⽇
引火性廃油 キ3.33 ｔ オ⽉ 崨イ崒崕シン類 ラg-TダQオm3

N カ.カカカガ7
感染性産業廃棄物 4.キ6 ｔ オ⽉ 硫⻩酸化物 K値
特定有害廃油 カ.7カ ｔ オ⽉ 峚い峂峽 gオm3

N

特定有害汚泥 カ.カカキ ｔ オ⽉ 塩化水素 mgオm3
N

特定有害廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉ 窒素酸化物 ルルm
特定有害廃ア嵓崓嵒 カ.カコ ｔ オ⽉

排崔ス峘測定結果[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ﾆ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取峁た年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 峚い煙量⼜峙峚い煙濃度

冷却設備 排崔ス処理設備

峚い峂峽峘除去峼⾏った⽇ 連続 連続

連続測定 連続測定 連続測定

峚い峂峽峘除去峘実施状況と措置[規⼗⼆条峘七峘ニ ⼀ ﾊ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾊ]

焼却峁た産業廃棄物峘種類及び数量[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ｲ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ｲ] 燃焼崔ス及び排崔ス峘測定峘実施状況と措置(連続測定)[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ﾛ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾛ]
種類 数量ق単位ك

産業廃棄物

測定位置 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴

測定結果ق平均値ك ゴ4ガ ガゴカ ガガ

測定結果岶得峳島た⽇

篠原工場

[法第⼗五条峘⼆峘三、法第⼗五条峘⼆峘四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成キ7年3⽉3ガ⽇
平成キ7年
キ⽉ガ⽇〜キ⽉キコ⽇

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼崔ス温度 集塵機流⼊崔ス温度 排崔ス中峘⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 ゴ4.3ガ ｔ オ⽉
廃油 53.74 ｔ オ⽉
廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉
廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉
廃プ嵑ス崩ック類 ガ43.キ6 ｔ オ⽉
紙く峄 73.キカ ｔ オ⽉
木く峄 7ガ.7カ ｔ オ⽉
繊維く峄 73.カ7 ｔ オ⽉
৿植物性残さ ガキ.ガ4 ｔ オ⽉
৿物系固型不要物 カ.カカ ｔ オ⽉
崜ムく峄 カ.カカ ｔ オ⽉
⾦属く峄
崔嵑スく峄、崛ンク嵒ートく峄及び陶磁器く峄
鉱さい
岶島岷類
৿物峘ふ峽尿 カ.カカ ｔ オ⽉ 6⽉にガ回以上 ガ年にガ回以上
৿物峘死体 カ.カカ ｔ オ⽉
峚い峂峽
処分峃峵た峫に処理峁た峬峘قガ3号廃棄物ك 測定結果岶得峳島た⽇
引火性廃油 キガ.ガ4 ｔ オ⽉ 崨イ崒崕シン類 ラg-TダQオm3

N

感染性産業廃棄物 4.55 ｔ オ⽉ 硫⻩酸化物 K値
特定有害廃油 カ.6カ ｔ オ⽉ 峚い峂峽 gオm3

N

特定有害汚泥 カ.カガカ ｔ オ⽉ 塩化水素 mgオm3
N

特定有害廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉ 窒素酸化物 ルルm
特定有害廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉

篠原工場

[法第⼗五条峘⼆峘三、法第⼗五条峘⼆峘四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成キ7年4⽉3カ⽇
平成キ7年
3⽉ガ⽇〜3⽉3ガ⽇

焼却峁た産業廃棄物峘種類及び数量[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ｲ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ｲ] 燃焼崔ス及び排崔ス峘測定峘実施状況と措置(連続測定)[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ﾛ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾛ]
種類 数量ق単位ك

産業廃棄物

測定位置 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴

測定結果ق平均値ك ゴ34 ガゴカ ガカ

測定結果岶得峳島た⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

峚い峂峽峘除去峘実施状況と措置[規⼗⼆条峘七峘ニ ⼀ ﾊ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排崔ス処理設備

峚い峂峽峘除去峼⾏った⽇ 連続 連続

排崔ス峘測定結果[規⼗⼆条峘七峘⼆ ⼀ ﾆ、規⼗⼆条峘七峘五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取峁た年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 峚い煙量⼜峙峚い煙濃度

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼崔ス温度 集塵機流⼊崔ス温度 排崔ス中峘⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 ガカ4.77 ｔ オ⽉
廃油 3ガ.6カ ｔ オ⽉
廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉
廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉
廃プ嵑ス崩ック類 ガキ7.コ4 ｔ オ⽉
紙く峄 75.キ3 ｔ オ⽉
木く峄 75.キ3 ｔ オ⽉
繊維く峄 75.ゴ5 ｔ オ⽉
৿植物性残さ キコ.キカ ｔ オ⽉
৿物系固型不要物 カ.カカ ｔ オ⽉
崜ムく峄 カ.カカ ｔ オ⽉
⾦属く峄
崔嵑スく峄、崛ンク嵒ートく峄及び陶磁器く峄
鉱さい
岶島岷類
৿物峘ふ峽尿 カ.カカ ｔ オ⽉ 6⽉にガ回以上 ガ年にガ回以上
৿物峘死体 カ.カカ ｔ オ⽉ 煙突出口
峚い峂峽 平成キ7年4⽉ガ6⽇
処分峃峵た峫に処理峁た峬峘قガ3号廃棄物ك 測定結果岶得峳島た⽇ 平成キ7年4⽉3カ⽇
引火性廃油 4カ.コ7 ｔ オ⽉ 崨イ崒崕シン類 ラg-TダQオm3

N

感染性産業廃棄物 ガ3.ゴカ ｔ オ⽉ 硫⻩酸化物 K値 カ.ガ4
特定有害廃油 カ.3カ ｔ オ⽉ 峚い峂峽 gオm3

N カ.カガ未満
特定有害汚泥 ガ.4コ ｔ オ⽉ 塩化水素 mgオm3

N ガキ
特定有害廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉ 窒素酸化物 ルルm ガキカ
特定有害廃ア嵓崓嵒 キ.カカ ｔ オ⽉

排崔ス峘測定結果[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾆ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取峁た年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 峚い煙量⼜峙峚い煙濃度

峚い峂峽峘除去峘実施状況と措置[規十二条峘七峘ニ ⼀ ﾊ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排崔ス処理設備

峚い峂峽峘除去峼⾏った⽇ 連続 連続

測定結果岶得峳島た⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

測定結果ق平均値ك ゴキキ ガコゴ ガカ

焼却峁た産業廃棄物峘種類及び数量[規十二条峘七峘二 ⼀ ｲ、規十二条峘七峘五 ⼀ ｲ] 燃焼崔ス及び排崔ス峘測定峘実施状況と措置(連続測定)[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾛ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾛ]
種類 数量ق単位ك

産業廃棄物

測定位置 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴

[法第十五条峘二峘三、法第十五条峘二峘四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成キ7年5⽉3カ⽇
平成キ7年
4⽉ガ⽇〜4⽉3カ⽇
篠原工場

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼崔ス温度 集塵機流⼊崔ス温度 排崔ス中峘⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 ガカコ.キカ ｔ オ⽉
廃油 キコ.キキ ｔ オ⽉
廃酸 ガキ.カカ ｔ オ⽉
廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉
廃プ嵑ス崩ック類 ガカガ.5コ ｔ オ⽉
紙く峄 65.ゴ3 ｔ オ⽉
木く峄 64.43 ｔ オ⽉
繊維く峄 65.55 ｔ オ⽉
৿植物性残さ 6.33 ｔ オ⽉
৿物系固型不要物 カ.カカ ｔ オ⽉
崜ムく峄 カ.カカ ｔ オ⽉
⾦属く峄
崔嵑スく峄、崛ンク嵒ートく峄及び陶磁器く峄
鉱さい
岶島岷類
৿物峘ふ峽尿 カ.カカ ｔ オ⽉ 6⽉にガ回以上 ガ年にガ回以上
৿物峘死体 カ.ガ4 ｔ オ⽉ 煙突出口
峚い峂峽 平成キ7年4⽉ガ6⽇
処分峃峵た峫に処理峁た峬峘قガ3号廃棄物ك 測定結果岶得峳島た⽇ 平成キ7年5⽉キ7⽇
引火性廃油 キカ.5キ ｔ オ⽉ 崨イ崒崕シン類 ラg-TダQオm3

N カ.カカカ35
感染性産業廃棄物 ガ7.キガ ｔ オ⽉ 硫⻩酸化物 K値
特定有害廃油 カ.77 ｔ オ⽉ 峚い峂峽 gオm3

N

特定有害汚泥 カ.カガ ｔ オ⽉ 塩化水素 mgオm3
N

特定有害廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉ 窒素酸化物 ルルm
特定有害廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉

排崔ス峘測定結果[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾆ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取峁た年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 峚い煙量⼜峙峚い煙濃度

峚い峂峽峘除去峘実施状況と措置[規十二条峘七峘ニ ⼀ ﾊ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排崔ス処理設備

峚い峂峽峘除去峼⾏った⽇ 連続 連続

測定結果岶得峳島た⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

測定結果ق平均値ك ゴ3カ ガゴカ ゴ

焼却峁た産業廃棄物峘種類及び数量[規十二条峘七峘二 ⼀ ｲ、規十二条峘七峘五 ⼀ ｲ] 燃焼崔ス及び排崔ス峘測定峘実施状況と措置(連続測定)[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾛ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾛ]
種類 数量ق単位ك

産業廃棄物

測定位置 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴

[法第十五条峘二峘三、法第十五条峘二峘四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成キ7年6⽉3カ⽇
平成キ7年
5⽉ガ⽇〜5⽉3ガ⽇
篠原工場

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼崔ス温度 集塵機流⼊崔ス温度 排崔ス中峘⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 ガ44.5キ ｔ オ⽉
廃油 33.カガ ｔ オ⽉
廃酸 コ.カカ ｔ オ⽉
廃ア嵓崓嵒 カ.キキ ｔ オ⽉
廃プ嵑ス崩ック類 ガカ6.ガコ ｔ オ⽉
紙く峄 6ゴ.35 ｔ オ⽉
木く峄 コ3.3ゴ ｔ オ⽉
繊維く峄 74.35 ｔ オ⽉
৿植物性残さ ガガ.ガ6 ｔ オ⽉
৿物系固型不要物 カ.カカ ｔ オ⽉
崜ムく峄 カ.カカ ｔ オ⽉
⾦属く峄
崔嵑スく峄、崛ンク嵒ートく峄及び陶磁器く峄
鉱さい
岶島岷類
৿物峘ふ峽尿 カ.カカ ｔ オ⽉ 6⽉にガ回以上 ガ年にガ回以上
৿物峘死体 カ.カカ ｔ オ⽉
峚い峂峽
処分峃峵た峫に処理峁た峬峘قガ3号廃棄物ك 測定結果岶得峳島た⽇
引火性廃油 キ7.36 ｔ オ⽉ 崨イ崒崕シン類 ラg-TダQオm3

N

感染性産業廃棄物 ガゴ.53 ｔ オ⽉ 硫⻩酸化物 K値
特定有害廃油 カ.7キ ｔ オ⽉ 峚い峂峽 gオm3

N

特定有害汚泥 キ.カカ ｔ オ⽉ 塩化水素 mgオm3
N

特定有害廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉ 窒素酸化物 ルルm
特定有害廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉

篠原工場

[法第十五条峘二峘三、法第十五条峘二峘四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成キ7年7⽉3ガ⽇
平成キ7年
6⽉ガ⽇〜6⽉3カ⽇

焼却峁た産業廃棄物峘種類及び数量[規十二条峘七峘二 ⼀ ｲ、規十二条峘七峘五 ⼀ ｲ] 燃焼崔ス及び排崔ス峘測定峘実施状況と措置(連続測定)[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾛ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾛ]
種類 数量ق単位ك

産業廃棄物

測定位置 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴

測定結果ق平均値ك ゴ37 ガゴカ コ

測定結果岶得峳島た⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

峚い峂峽峘除去峘実施状況と措置[規十二条峘七峘ニ ⼀ ﾊ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排崔ス処理設備

峚い峂峽峘除去峼⾏った⽇ 連続 連続

排崔ス峘測定結果[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾆ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取峁た年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 峚い煙量⼜峙峚い煙濃度

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼崔ス温度 集塵機流⼊崔ス温度 排崔ス中峘⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 ガ6キ.4コ ｔ オ⽉
廃油 45.65 ｔ オ⽉
廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉
廃ア嵓崓嵒 ガ.コガ ｔ オ⽉
廃プ嵑ス崩ック類 コガ.コ4 ｔ オ⽉
紙く峄 73.34 ｔ オ⽉
木く峄 67.4カ ｔ オ⽉
繊維く峄 7キ.ゴ3 ｔ オ⽉
৿植物性残さ ガ6.55 ｔ オ⽉
৿物系固型不要物 カ.カカ ｔ オ⽉
崜ムく峄 カ.カカ ｔ オ⽉
⾦属く峄
崔嵑スく峄、崛ンク嵒ートく峄及び陶磁器く峄
鉱さい
岶島岷類
৿物峘ふ峽尿 カ.カカ ｔ オ⽉ 6⽉にガ回以上 ガ年にガ回以上
৿物峘死体 カ.カカ ｔ オ⽉
峚い峂峽
処分峃峵た峫に処理峁た峬峘قガ3号廃棄物ك 測定結果岶得峳島た⽇
引火性廃油 44.キガ ｔ オ⽉ 崨イ崒崕シン類 ラg-TダQオm3

N

感染性産業廃棄物 キコ.ガコ ｔ オ⽉ 硫⻩酸化物 K値
特定有害廃油 カ.67 ｔ オ⽉ 峚い峂峽 gオm3

N

特定有害汚泥 カ.カカ ｔ オ⽉ 塩化水素 mgオm3
N

特定有害廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉ 窒素酸化物 ルルm
特定有害廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉

篠原工場

[法第十五条峘二峘三、法第十五条峘二峘四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成キ7年コ⽉3ガ⽇
平成キ7年
7⽉ガ⽇〜7⽉3ガ⽇

焼却峁た産業廃棄物峘種類及び数量[規十二条峘七峘二 ⼀ ｲ、規十二条峘七峘五 ⼀ ｲ] 燃焼崔ス及び排崔ス峘測定峘実施状況と措置(連続測定)[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾛ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾛ]
種類 数量ق単位ك

産業廃棄物

測定位置 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴

測定結果ق平均値ك ゴ4キ ガコキ 4

測定結果岶得峳島た⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

峚い峂峽峘除去峘実施状況と措置[規十二条峘七峘ニ ⼀ ﾊ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排崔ス処理設備

峚い峂峽峘除去峼⾏った⽇ 連続 連続

排崔ス峘測定結果[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾆ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取峁た年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 峚い煙量⼜峙峚い煙濃度

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼崔ス温度 集塵機流⼊崔ス温度 排崔ス中峘⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 ガキコ.キガ ｔ オ⽉
廃油 5カ.43 ｔ オ⽉
廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉
廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉
廃プ嵑ス崩ック類 ガカ4.56 ｔ オ⽉
紙く峄 ゴゴ.ガガ ｔ オ⽉
木く峄 ゴキ.7ゴ ｔ オ⽉
繊維く峄 ゴ7.ゴカ ｔ オ⽉
৿植物性残さ キコ.ゴ3 ｔ オ⽉
৿物系固型不要物 カ.カカ ｔ オ⽉
崜ムく峄 カ.カカ ｔ オ⽉
⾦属く峄
崔嵑スく峄、崛ンク嵒ートく峄及び陶磁器く峄
鉱さい
岶島岷類
৿物峘ふ峽尿 カ.カカ ｔ オ⽉ 6⽉にガ回以上 ガ年にガ回以上
৿物峘死体 カ.カカ ｔ オ⽉ 煙突出口 煙突出口
峚い峂峽 平成キ7年7⽉ガ4⽇ 平成キ7年7⽉ガ4⽇
処分峃峵た峫に処理峁た峬峘قガ3号廃棄物ك 測定結果岶得峳島た⽇ 平成キ7年ゴ⽉ガ⽇ 平成キ7年ゴ⽉ガ⽇
引火性廃油 ガゴ.75 ｔ オ⽉ 崨イ崒崕シン類 ラg-TダQオm3

N カ.カ6
感染性産業廃棄物 37.45 ｔ オ⽉ 硫⻩酸化物 K値 カ.ガゴ
特定有害廃油 カ.75 ｔ オ⽉ 峚い峂峽 gオm3

N カ.カカ3
特定有害汚泥 カ.カカ ｔ オ⽉ 塩化水素 mgオm3

N 56
特定有害廃酸 カ.カカ ｔ オ⽉ 窒素酸化物 ルルm ガ3カ
特定有害廃ア嵓崓嵒 カ.カカ ｔ オ⽉

排崔ス峘測定結果[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾆ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取峁た年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 峚い煙量⼜峙峚い煙濃度

峚い峂峽峘除去峘実施状況と措置[規十二条峘七峘ニ ⼀ ﾊ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排崔ス処理設備

峚い峂峽峘除去峼⾏った⽇ 連続 連続

測定結果岶得峳島た⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

測定結果ق平均値ك ゴ37 ガゴカ コ

焼却峁た産業廃棄物峘種類及び数量[規十二条峘七峘二 ⼀ ｲ、規十二条峘七峘五 ⼀ ｲ] 燃焼崔ス及び排崔ス峘測定峘実施状況と措置(連続測定)[規十二条峘七峘二 ⼀ ﾛ、規十二条峘七峘五 ⼀ ﾛ]
種類 数量ق単位ك

産業廃棄物

測定位置 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴 別紙ガ峘通峴

[法第十五条峘二峘三、法第十五条峘二峘四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成キ7年ゴ⽉キコ⽇
平成キ7年
コ⽉ガ⽇〜コ⽉3ガ⽇
篠原工場

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼ガス温度 集塵機流⼊ガス温度 排ガス中の⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 183.44 ｔ /⽉
廃油 40.63 ｔ /⽉
廃酸 1.00 ｔ /⽉
廃アルカリ 20.00 ｔ /⽉
廃プラスチック類 124.32 ｔ /⽉
紙くず 97.94 ｔ /⽉
木くず 94.41 ｔ /⽉
繊維くず 97.94 ｔ /⽉
動植物性残さ 12.96 ｔ /⽉
動物系固型不要物 0.00 ｔ /⽉
ゴムくず 0.00 ｔ /⽉
⾦属くず
ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
鉱さい
がれき類
動物のふん尿 0.00 ｔ /⽉ 6⽉に1回以上 1年に1回以上
動物の死体 0.00 ｔ /⽉
ばいじん
処分するために処理したもの（13号廃棄物） 測定結果が得られた⽇
引火性廃油 37.52 ｔ /⽉ ダイオキシン類 ng-TEQ/m3

N

感染性産業廃棄物 27.27 ｔ /⽉ 硫⻩酸化物 K値
特定有害廃油 0.35 ｔ /⽉ ばいじん g/m3

N

特定有害汚泥 0.00 ｔ /⽉ 塩化水素 mg/m3
N

特定有害廃酸 0.00 ｔ /⽉ 窒素酸化物 ppm
特定有害廃アルカリ 0.00 ｔ /⽉

篠原工場

[法第十五条の二の三、法第十五条の二の四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成27年10⽉29⽇
平成27年
9⽉1⽇〜9⽉30⽇

焼却した産業廃棄物の種類及び数量[規十二条の七の二 ⼀ ｲ、規十二条の七の五 ⼀ ｲ] 燃焼ガス及び排ガスの測定の実施状況と措置(連続測定)[規十二条の七の二 ⼀ ﾛ、規十二条の七の五 ⼀ ﾛ]
種類 数量（単位）

産業廃棄物

測定位置 別紙1の通り 別紙1の通り 別紙1の通り

測定結果（平均値） 933 190 6

測定結果が得られた⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

ばいじんの除去の実施状況と措置[規十二条の七のニ ⼀ ﾊ、規十二条の七の五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排ガス処理設備

ばいじんの除去を⾏った⽇ 連続 連続

排ガスの測定結果[規十二条の七の二 ⼀ ﾆ、規十二条の七の五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取した年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 ばい煙量⼜はばい煙濃度

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼ガス温度 集塵機流⼊ガス温度 排ガス中の⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 95.66 ｔ /⽉
廃油 42.16 ｔ /⽉
廃酸 0.00 ｔ /⽉
廃アルカリ 0.00 ｔ /⽉
廃プラスチック類 99.87 ｔ /⽉
紙くず 96.74 ｔ /⽉
木くず 92.51 ｔ /⽉
繊維くず 96.74 ｔ /⽉
動植物性残さ 12.01 ｔ /⽉
動物系固型不要物 0.00 ｔ /⽉
ゴムくず 0.00 ｔ /⽉
⾦属くず
ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
鉱さい
がれき類
動物のふん尿 0.00 ｔ /⽉ 6⽉に1回以上 1年に1回以上
動物の死体 0.00 ｔ /⽉ 煙突出口 煙突出口
ばいじん 平成27年10⽉15⽇ 平成27年10⽉15⽇
処分するために処理したもの（13号廃棄物） 測定結果が得られた⽇ 平成27年10⽉29⽇ 平成27年11⽉11⽇
引火性廃油 29.47 ｔ /⽉ ダイオキシン類 ng-TEQ/m3

N 0.0011
感染性産業廃棄物 29.85 ｔ /⽉ 硫⻩酸化物 K値 0.02
特定有害廃油 0.56 ｔ /⽉ ばいじん g/m3

N 0.01未満
特定有害汚泥 0.00 ｔ /⽉ 塩化水素 mg/m3

N 6.2
特定有害廃酸 0.00 ｔ /⽉ 窒素酸化物 ppm 100
特定有害廃アルカリ 0.00 ｔ /⽉

排ガスの測定結果[規十二条の七の二 ⼀ ﾆ、規十二条の七の五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取した年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 ばい煙量⼜はばい煙濃度

ばいじんの除去の実施状況と措置[規十二条の七のニ ⼀ ﾊ、規十二条の七の五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排ガス処理設備

ばいじんの除去を⾏った⽇ 連続 連続

測定結果が得られた⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

測定結果（平均値） 945 189 12

焼却した産業廃棄物の種類及び数量[規十二条の七の二 ⼀ ｲ、規十二条の七の五 ⼀ ｲ] 燃焼ガス及び排ガスの測定の実施状況と措置(連続測定)[規十二条の七の二 ⼀ ﾛ、規十二条の七の五 ⼀ ﾛ]
種類 数量（単位）

産業廃棄物

測定位置 別紙1の通り 別紙1の通り 別紙1の通り

[法第十五条の二の三、法第十五条の二の四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成27年11⽉30⽇
平成27年
10⽉1⽇〜10⽉31⽇
篠原工場

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼ガス温度 集塵機流⼊ガス温度 排ガス中の⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 72.65 ｔ /⽉
廃油 45.35 ｔ /⽉
廃酸 0.70 ｔ /⽉
廃アルカリ 0.00 ｔ /⽉
廃プラスチック類 91.40 ｔ /⽉
紙くず 82.82 ｔ /⽉
木くず 77.58 ｔ /⽉
繊維くず 82.44 ｔ /⽉
動植物性残さ 19.70 ｔ /⽉
動物系固型不要物 0.00 ｔ /⽉
ゴムくず 0.00 ｔ /⽉
⾦属くず
ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
鉱さい
がれき類
動物のふん尿 9.23 ｔ /⽉ 6⽉に1回以上 1年に1回以上
動物の死体 0.00 ｔ /⽉
ばいじん
処分するために処理したもの（13号廃棄物） 測定結果が得られた⽇
引火性廃油 27.22 ｔ /⽉ ダイオキシン類 ng-TEQ/m3

N

感染性産業廃棄物 31.19 ｔ /⽉ 硫⻩酸化物 K値
特定有害廃油 0.43 ｔ /⽉ ばいじん g/m3

N

特定有害汚泥 0.20 ｔ /⽉ 塩化水素 mg/m3
N

特定有害廃酸 0.00 ｔ /⽉ 窒素酸化物 ppm
特定有害廃アルカリ 0.00 ｔ /⽉

排ガスの測定結果[規十二条の七の二 ⼀ ﾆ、規十二条の七の五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取した年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 ばい煙量⼜はばい煙濃度

ばいじんの除去の実施状況と措置[規十二条の七のニ ⼀ ﾊ、規十二条の七の五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排ガス処理設備

ばいじんの除去を⾏った⽇ 連続 連続

測定結果が得られた⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

測定結果（平均値） 944 190 13

焼却した産業廃棄物の種類及び数量[規十二条の七の二 ⼀ ｲ、規十二条の七の五 ⼀ ｲ] 燃焼ガス及び排ガスの測定の実施状況と措置(連続測定)[規十二条の七の二 ⼀ ﾛ、規十二条の七の五 ⼀ ﾛ]
種類 数量（単位）

産業廃棄物

測定位置 別紙1の通り 別紙1の通り 別紙1の通り

[法第十五条の二の三、法第十五条の二の四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成27年12⽉22⽇
平成27年
11⽉1⽇〜11⽉30⽇
篠原工場

株式会社太洋サービス



作成年⽉⽇
年
対象期間
対象施設

燃焼ガス温度 集塵機流⼊ガス温度 排ガス中の⼀酸化炭素濃度 焼成炉温度
燃え殻
汚泥 127.34 ｔ /⽉
廃油 26.98 ｔ /⽉
廃酸 0.00 ｔ /⽉
廃アルカリ 0.00 ｔ /⽉
廃プラスチック類 121.61 ｔ /⽉
紙くず 114.62 ｔ /⽉
木くず 106.18 ｔ /⽉
繊維くず 111.94 ｔ /⽉
動植物性残さ 20.11 ｔ /⽉
動物系固型不要物 0.00 ｔ /⽉
ゴムくず 0.00 ｔ /⽉
⾦属くず
ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず
鉱さい
がれき類
動物のふん尿 0.00 ｔ /⽉ 6⽉に1回以上 1年に1回以上
動物の死体 0.00 ｔ /⽉
ばいじん
処分するために処理したもの（13号廃棄物） 測定結果が得られた⽇
引火性廃油 33.42 ｔ /⽉ ダイオキシン類 ng-TEQ/m3

N

感染性産業廃棄物 35.24 ｔ /⽉ 硫⻩酸化物 K値
特定有害廃油 0.61 ｔ /⽉ ばいじん g/m3

N

特定有害汚泥 0.003 ｔ /⽉ 塩化水素 mg/m3
N

特定有害廃酸 0.00 ｔ /⽉ 窒素酸化物 ppm
特定有害廃アルカリ 0.00 ｔ /⽉

篠原工場

[法第十五条の二の三、法第十五条の二の四]

産業廃棄物処理施設維持管理記録簿[焼却]

平成28年1⽉29⽇
平成27年
12⽉1⽇〜12⽉31⽇

焼却した産業廃棄物の種類及び数量[規十二条の七の二 ⼀ ｲ、規十二条の七の五 ⼀ ｲ] 燃焼ガス及び排ガスの測定の実施状況と措置(連続測定)[規十二条の七の二 ⼀ ﾛ、規十二条の七の五 ⼀ ﾛ]
種類 数量（単位）

産業廃棄物

測定位置 別紙1の通り 別紙1の通り 別紙1の通り

測定結果（平均値） 934 190 12

測定結果が得られた⽇ 連続測定 連続測定 連続測定

ばいじんの除去の実施状況と措置[規十二条の七のニ ⼀ ﾊ、規十二条の七の五 ⼀ ﾊ]
冷却設備 排ガス処理設備

ばいじんの除去を⾏った⽇ 連続 連続

排ガスの測定結果[規十二条の七の二 ⼀ ﾆ、規十二条の七の五 ⼀ ﾆ]

採取位置
採取した年⽉⽇

特別管理産業廃棄物 ばい煙量⼜はばい煙濃度

株式会社太洋サービス



給
水

燃焼炉押込ファン

ごみクレーン

廃棄物ピット

M

もえがら保管場所

燃焼炉スクレパ

ﾛｰﾀﾘ
ｷﾙﾝ

空ドラム・空一斗缶処理室

乾燥品
乾燥用ファン

ロータリキルン
 （乾燥）

マルチ
サイクロン

乾燥用
誘引ファン

　　　※1
(燃焼炉へ）

汚泥

脱水汚泥

※1

※2 

灰保管場所

汚泥ピット

助燃
バーナ

再燃バーナ

着火バーナ

給
水

固形物投入機 減温塔

誘引ファン

加湿混練機

消石灰 
サイロ

薬剤圧送ファン

CO,O 2

煙突

減温スクレパ

廃熱ボイラ

熱交換器

熱交ファン

ばいじん保管場所

Ｐ

白煙防止ライン

活性炭
サイロ

バグフィルタ

再燃焼室

予冷器

TICR

※2

濃縮器へ

ロータリキルン
廃油

燃焼炉 
キルン投入口

汚泥

キルンバーナ

キルン燃焼ファン

給
水

薬剤

TICR

給
水

給
水

もえがらとばいじんの分離貯蔵

自動投入機の設置

　　炉内の安定燃焼
（ダイオキシン類の抑制）

ダイオキシン類再合成の防止

CO/O2の監視

サーマルリサイクル ダイオキシン類の除去

フローシート

燃焼ガス温度

集塵機流入ガス温度




